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同
川
閉
隼
鹿
予
算
を
可
決

…一一
平
成
4
年
第
4
1
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

3
月

6
日
か
ら
刊
日
ま
で
の
何
回
聞
に
わ
た
り
開
か
れ
ま

し
定
。

議
会
で
は
、
平
成
4
年
度
予
算
な
ど
ぬ
議
案

ガ
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同

意
さ
れ
ま
し
定。

日

程

と

概

要

開
会
自
の

6
日
は
、
提
案
さ
れ

た
お
議
案
の
提
案
理
由
説
明
説
び

に
議
案
の
細
部
説
明
、
翌
7
日
も

前
日
に
引
き
続
き
、
議
案
め
細
部

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

9
日
は
上
位
築
件
に
対
す
る
質

疑
が
、
日
日
に
は

8
人
の
議
員
か

ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上

程
案
件
並
び
に
請
願
2
件
が
そ
れ

ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

日
日
及
び
げ
日
は
、
議
会
か
ら

付
託
さ
れ
た
上
程
案
件
並
び
に
請

願

・
陳
情
等
が
各
常
任
委
員
会
で

慎
重
に
審
査
さ
れ
、
最
終
日
の
目

与
な
ど
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

丁
寧
な
収
集
に
配
慮
す
る
よ
う
指

導
さ
れ
た
い
。

2

ご
み
袋
の
有
償
を
含
め
た
減

量
化
の
た
め
の
施
策
を
推
進
さ
れ

た
い
。

3

し
尿
収
集
依
頼
に
対
す
る
業

者
の
速
や
か
な
対
応
を
指
導
さ
れ

、－、
。

J
J‘
L
 

4

凶
保
税
は
普
通
税
に
比
し
槌

税
感
が
強
い
と
の
声
が
あ
り
、
保

険
行
政
の
あ
り
方
を
含
め
て
関
係

機
関
に
そ
の
改
善
を
働
き
か
け
ら

Ta

旬、－、
。

－
e
d
寸

人

し

5

福
祉
セ
ン
タ
ー
と
生
涯
学
習

館
の
使
用
に
つ
い
て
、
利
用
者
会

議
で
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

均
衡
化
と
公
平
化
を
図
ら
れ
た
い
。

自
に
は
、
委
員
長
報
告
、
討
論
を

経
て
採
決
の
結
果
、
上
程
さ
れ
た

お
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
誕
の
と

お
り
司
決
き
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
朝
日
町
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
の
委
員
を
選
任
す

る
た
め
同
意
を
求
め
る
件
」
及
び

「
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
せ
ん

す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件
」
が

上
程
審
議
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
1
議

案
が
追
加
上
揺
さ
れ
、
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
請
願

5
件
、
陳
情
等
2

件
は
、
採
択
l
件、

継
続
審
査
6

件
と
な
り
ま
し
た
。

S

自
治
省
の
指
導
に
よ
る
泊
病

院
経
営
健
全
化
計
画
は
今
年
度
で

終
了
す
る
が
、
今
後
の
羅
針
盤
と

な
る
独
自
の
経
営
計
画
と
週
休
2

日
制
導
入
に
関
す
る
J

計
画
を
提
出

さ
れ
た
い
。

7

泊
病
院
病
棟
の
暖
房
と
そ
の

調
整
に
つ
い
て
、
早
急
に
解
決
を

図
ら
れ
た
い
。

B
忠
者
の
集
中
す
る
泊
病
院
の

内
科
、
眼
科
、
薬
局
、
中
央
受
付

及
び
ロ
ビ
ー
で
の
呼
出
し
方
法
の

改
善
を
検
討
さ
れ
た
い
。

前
面
か
ら
継
続
番
流
と
な
っ
て

い
た
要
望
の
「
在
宅

・
寝
た
き
り

高
齢
者
福
祉
金
所
得
制
限
緩
和
に

つ
い
て
」
は
、
願
意
妥
当
と
認
め
、

採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
か
ら
継
続
審
査
と

な
っ
て
い
た
詰
願
の
「
国
民
健
康

保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ

い
て」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
継

続
審
先
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
4
年
度
の
転
作
一山
棋
は
大

幅
に
緩
和
さ
れ
た
が
、
県

・
市
町

． 

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
議
案
審
査
の
過
阿
倍
で
次
の

要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

－

町
が
補
助
す
る
自
治
公
民
館

建
設
事
業
に
対
し
、
環
境
保
全
の

立
場
か
ら
、
合
併
処
理
浄
化
糟
の

設
置
を
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

2
平
成

3
年
度
で
策
定
し
て
い

る
文
教
ゾ
ー
ン
盤
備
計
画
等
の
大

型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
に
つ
い
て
、

そ
の
青
写
真
を
提
示
し
、
今
後
の

方
針
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

3

定
住
対
策
の
た
め
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
初
め
と
す
る
各
続
事
業

の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
町
民
の

協
力
や
参
加
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
P
R
方
法
に
、
よ
り

工
夫
を
磁
ら
さ
れ
た

い
。

4
青
年
団
活
動
に
対
し
、
公
民

村
へ
の
配
分
決
定
が
巡
か
っ
た
た

め
転
作
の
団
地
化
の
取
組
み
ゃ
麦

の
播
種
計
画
に
大
変
混
乱
を
来
し

た
の
で
、
配
分
決
定
は
計
画
的
に

H
十
め
に
行
、
フ
ょ
う
図

・
県
に
強
く

働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

館
側
か
ら
の
支
援
に
努
め
、
新
者

の
定
住
に
結
び
つ
く
よ
、
7
努
力
さ

れ
た
い
。

前
回
か
ら
継
続
審
査
と
な
っ
て

い
た
請
願
の
「
『
消
費
税
法
』
の
即

時
雌
止
を
求
め
る
意
見
書
掠
択
に

つ
い
て
」
及
び
「『

P
K
O協
力
法
』

制
定
反
対
に
つ
い
て
」
並
び
に
陳

情
の

「小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に

反
対
し
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を

求
め
る
意
見
苦
採
択
に
つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ

れ
ぞ
れ
継
続
審
査
に
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

ご
み
収
集
の
委
託
は
、
こ
れ

に
応
札
で
き
る
よ
、
7
収
集
車
の
貸

中
制
刷
刊
の
「
出
水
川
の
改
修
に
つ

い
て
」
及
び
「
消
雪
装
置
の
設
置

に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を

勘
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続
審
査
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

3
月
議
会
で
は
、

8
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、
辺
件
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

星
回
司
地
域
振
興
と
活
性
化
を

E
R
モ
ッ
ト
ー
に

朝
日
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
が
着
工
と
な
り
ま
す
が
、
第
三

セ
ク
タ
ー
と
し
て
の
使
命
を
果
た

す
べ
く
努
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
た
、
こ
の
光
成
に
伴
う
J

R
利

用
客
の
利
便
性
を
考
慮
し
た
路
線

の
確
保
や
駅
前
広
場
等
施
設
の
連

動
し
た
控
備
が
必
要
と
思
い
ま
す

が
、
決
怠
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

ωマ
と

ふ
れ
あ
い
の
場
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
含
む
総

合
的
商
業
施
設
の
必
備
は
、
本
年

1
月
金
制
第
l
号
の
必
本
構
恕
と

し
て
ぷ
認
さ
れ
、
こ
れ
ら
施
設
と

F
h
sに忘一

J

R
周
辺
の
箆
備
が
進
め
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
計
画
が

尚
業
の
活
性
化
と
駅
前
広
場
、
都

市
計
画
道
路
の
整
備
と
相
ま
っ
て
、

単
な
る
買
物
の
場
か
ら
ア
メ
ニ
テ

ィ
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
享
受
で
き

る
H

暮
ら
し
と
ふ
れ
あ
い
の
場
H

と
し
て
の
整
備
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り
＠

静静＼
回国固

議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

「一一つ

議

案

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成

4
年
度
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
探
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
間
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算

。
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
予
算

O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
予
算

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
予
算

O
朝
日
町
病
院
事
業
会
計
予
算

平
成
3
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

7
号）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号）

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第

3
号）

条

伊j

O
朝
日
前
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
制
定
の
件

O
朝
日
町
戸
籍
記
載
事
項
証
明
の

無
料
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
制
定

の
件
O
朝
日
町
心
身
障
害
児
童
福
祉
金

条
例
全
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
使

用
料
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
使

用
料
条
例
一
部
改
正
の
件

－
平
成

4
年
5
月
号

＠
し一一J

｜ニとわざ紹介 ｜ ことわざには，先人の知！~：が凝縮されておリ，人生を生きていく上での線守なことを見

つけることができるでしょう。

j'-t1)成長がめざま しく．続をしのぐほどであること。.iiの親まきり ....・4奇l:t.成長が￥＜，すぐに級t'rと｜可じなどの高きになるところから，



質
問
病親
院し

戸見 病
詰院 M

h. fじ
る

総
4泊』
E司

泊
病
院
の
総
合
病
院
化
は
病
院

側
め
利
益
と
都
合
で
は
な
く
、
駐

車
場
の
整
備
や
診
療
待
ち
時
間
の

短
縮
な
ど
、
親
し
ま
れ
信
頼
さ
れ

る
た
め
の
対
処
い
か
最
優
先
さ
れ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

伺
い
ま
す
。

考
え
を

答

弁

納
賂

ι一
人
け
刻
一灯
ス
の

こ
れ
ま
で
も
患
者
サ
イ
ド
に
立

っ
て
医
療
内
容
の
充
実
、
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
力
し
て
き
ま
し
た

が
、
総
合
病
院
化
に
よ
り
一
層
医

療
従
事
者
の
意
識
高
揚
と
医
療
内

容
の
充
実
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向

答

弁

5
年
度
に
老
人
保
健

福
祉
計
画
を
策
定

当
町
で
は
高
齢
者
比
率
が
凶
%

を
山
め
、
ま
す
ま
す
福
祉
の
充
実

と
保
健

・
医
療

・
福
祉
の

一
体
的

な
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
た
め
成
人
病
予
防
教
室

や
健
康
診
査
を
初
め
、
機
能
訓
練
、

的
病
院
と
述
携
し
た
地
域
リ
ハ
ビ

リ
訪
問
、
脳
卒
中
情
報
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
訪
問
指
導
、
県
下
に

先
駆
け
た
訪
問
看
議
事
業
な
ど
を

実
地
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
れ
ら
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム

へ
ル
パ
！
の

増
員
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
、
平
成

5

年
度
に
老
人
保
健
福
祉
計
画
を
策

定
し
、
一
層
充
実
し
た
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

情

報

供

提

竜

男

防
災
行
政
無
線
戸
別

居

KPR受
信
機
の
設
置
を

選
択
に
図
る
く
ら
い
の
情
報
の

渦
の
中
に
あ
っ
て
、
行
政
へ
の
同

心
の
薄
さ
は
広
報
の
不
足
や
情
報

提
供
の
ま
ず
さ
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
ち
づ
く
り
の
達
成
の
た

め
、
防
災
行
政
無
線
を
活
用
し
た

一戸
別
受
信
機
の
設
置
が
最
善
の
策

と
考
え
ま
す
が
加
何
か
。

上
に
努
め
る
一
方
、
財
政
事
情
も

あ
り
ま
す
が
駐
車
場
の
碓
保
、
待

合
室
の
拡
充
、
待
ち
時
間
の
短
縮
、

設
備
の
充
実
を
図
り
、
忠
者
に
視

し
ま
れ
る
弘
か
い
医
療
機
関
と
し

て
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

週
休
．2
一目

制

電
周到d
学
校
で
の
教
育
方
法
は

E
R
保
育
所
等

へ
の
導
入
は

「
ゆ
っ
く
り
わ
か
る
よ
う
に
教

え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が
あ
る

中
で
、
学
校

5
日
制
と
過
密
な
新

学
習
指
導
要
領
の
も
と
、
ど
う
教

育
を
行
う
の
か
。

ま
た
病
院
や
保
育
所
な
ど
、
週

休
2
日
制
導
入
閣
蛾
な
職
場
に
ど

う
い
う
形
で
導
入
す
る
の
か
何
い

ま
す
。

答

弁

明
舵
日
肘
加
わ
航
て

学
校
5
日
制
に
つ
い
て
文
部
省

は
正
式
に

「
9
月
よ
り
、
月
l
回

第

2
土
曜
日
を
休
日
と
す
る
」
と

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
教
育
課

程
で
は
、
わ
か
り
や
す
い
授
業
を

含
め
他
の
昭
B
に
負
拘
を
か
け
な

い
方
向
で
努
力
す
る
と
と
も
に
、

児
童

・
生
徒
の
’H
主
活
動
を
活
用

し
た
有
意
義
な
休
日
の
過
ご
し
方

の
指
導
に
努
め
ま
す
。
子
供
を
灼

一
化

・
平
等
化
し
て
進
め
る
内
容

答

弁

尻
市
崎
設
で
対
応

－－z
、，
マ，，
．LY

防
災
行
政
無
線
は
、
町
民
の
財

産

・
生
命
を
災
奇
か
ら
ん
寸
る
た
め

昭
和
引
年
度
に

6
、
0
0
0万
円
で

設
置

・
開
局
し
、
屋
外
拡
声
施
訟

は
叩
箇
所
、一戸
別
受
信
機
は
議
員
、

町
内
会
長
、
消
防
団
幹
部
な
ど
総

数
で
2
0
3
台
配
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
拡
大
配
置
は
、

l
機
当
た

り
の
単
価
が
高
く
膨
大
な
経
費
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
有
施
設
て

対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
情
報
の
周
知
に
は
、
広
報
紙

や
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
防
災
行

政
無
線
、
さ
ら
に
は
広
報
車
な
ど

で
佐
実
な
伝
達
に
努
力
し
て
い
ま

す
。4

年
度
予
算
と
聴
員
数

FZ
司

予
算
の
目
玉
は

E
R
職
員
は
不
足
？

4
年
度
当
初
予
算
は
継
続
事
業

か
ら
、
ゆ
と
り
を
持
た
せ
各
々
の

個
性
を
噂
重
す
る
学
習
の
展
開
な

ど
、
教
育
は
大
き
く
変
わ
る
時
期

で
あ
る
こ
と
を
認
識
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
導
入
閣
鮒
な
職
場
で
の
週

休
2
日
制
は
、
ま
ず
試
行
と
い
う

形
を
と
り
、
徐
々
に
広
が
り
を
求
め

て
い
く
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

住
民
の
十
分
な
理
解
と
協
力
が
な

け
れ
ば
不
可
能
で
あ
り
、
こ
の
点

を
踏
ま
え
て
実
施
し
て
ま
い
リ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ハl
バ
ル
パ
レ
l
お
か
わ

豊
里

ハ
l
ブ
の
活
用
と

E
R管
理
は

「
ハ
l
パ
ル
バ
レ
｜
お
が
わ
」

に
植
栽
さ
れ
て
い
る
ハ
ー
ブ
を
、

町
の
特
産
品
と
し
て
薬
草
や
香
辛

料
、
食
用
と
し
て
加
工
販
売
し
、

町
の
活
性
化
を
図
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
ハ
ー
ブ
困
の
管
理
運

営
に
万
全
を
期
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

答

弁

紳
刑
家
の
指
導
を
得
て

み
が
rL
a
z
n

昨
年

9
月
、
県
か
ら
町
一
か
管
理

業
務
委
託
を
受
け
た
ハ

ー
ブ
闘
に

は
約
5
万
株
の
ハ
ー
ブ
が
植
栽
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
来
訪
者
に
わ
か

り
や
す
く
す
る
た
め
の
案
内
板
や

が
ま
で
目
新
し
い
事
業
が
な
く
、

ま
た
義
務
的
経
費
の
削
減
に
努
力

す
る
と
は
い
う
も
の
の
、
3
年
度

の
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
も
膨

大
な
組
と
な
っ
て
い
る
。
職
員
の

数
が
不
日
比
し
て
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

答

弁

沼
山
崎
跡
一郎
一
一
明

4
年
度
予
算
で
は
、
財
叫
仰
の
確

保
と
重
点
的

・
効
率
的
な
配
分
に

努
め
る
と
と
も
に
、
特
に
総
合
的

商
業
施
設
の
艶
備
支
援
や
学
校
教

育
環
境
設
備
卒
業
基
金
の
積
み
増

し
、
文
教
ゾ

i
ン
用
地
取
得
費
の

計
上
等
社
会
資
本
の
整
備
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
な
ど
、
町
の
発
展

と
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
最
大
限

の
努
力
を
払
い
ま
し
た
。

ま
た
職
員
は
、
泊
病
院
は
定
数

か
ら
3
名
の
減
、
本
庁
は
同
名
の

注
意
看
板
の
増
設
等
を
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ブ
は
多
岐
に
わ
た
る
利
用

が
あ
り
、
今
後
管
理
を
含
め
活
用

方
法
に
つ
い
て
専
門
家
の
指
導
を

待
て
検
討
し
、
有
効
活
用
を
図
リ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

官首
『司

齢

者

福

祉

戸電
白
羽
寝
た
き
り
老

λ
ゼ
ロ

E
R
作
戦
の
展
開
を

町
で
は
。
か
け
が
え
の
な
い
健

牒
づ
く
り
H

の
た
め
の
諸
事
業
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
機
能
訓
練

や
脳
卒
中
的
報
シ
ス
テ
ム
の
幣
備
・

拡
大
、
花
毛
介
護
を
支
援
す
る
．
安

貝
の
配
世
、
健
康
教
育
の
充
実
な

ど
、
寝
た
き
り
老
人
ゼ
ロ
作
戦
を

ど
う
展
開
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

械
と
な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
採
用

や
経
費
等
め
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

定
数
の
範
囲
内
で
努
力
し
た
い
と

身
、
え
て
い
ま
す
。

宮
崎
境
海
岸
周
辺
整
備

質
問
計
画
の
進
捗
状
況
は

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
宮
崎
・

境
両
岸
は
ヒ
ス
イ
小
問
中
と
し
て
P

R
し
て
は
い
る
も
の
の
、
我
が
町
の

目
指
す
か
滞
在
型
観
光
々
と
す
る

た
め
に
は
魅
力
あ
る
施
設
を
つ
く

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
の

一
帯

を
総
合
的
に
整
備
す
る
計
画
め
進

捗
状
況
を
伺
い
ま
す
。

答

弁

基
本
構
想
作
成
中

宮
崎
か
ら
境
に
か
け
て
は
文
化

財
や
白
然
な
ど
の
観
光
資
源
に
恵

ま
れ
、
一
キ
成
2
年
度
町
全
体
の
観

光
客
の

5
・M
を
超
え
る
お
万
人
が

集
中
し
て
い
ま
す
。

こ
の
既
存
資
源
の
有
効
活
用
と

新
た
な
観
光
施
設
の
開
発
整
備
は

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
重
要
な

施
策
と
考
、
え
て
お
り
、現
校
宮
崎
・

境
海
岸
周
辺
繋
備
構
想
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
基
本
構
想

が
ま
と
ま
っ
た
段
階
で
、
整
備
・
牛

法
に
照
ら
し
て
順
次
整
備
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り
＠

O
朝
日
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
条
例
一

部
改
正
の
件

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
の
設
竃

等
に
関
す
る
条
例

一
部
改
正
の
件

。
朝
臼
町
立
泊
病
院
公
舎
貸
付
条

例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
火
災
予
防
条
例
一
部
改

正
の
件議

員

提

出

議

案

。
朝
日
町
議
会
委
員
会
条
例
一
部

改
正
の
件

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
を
選
任
す
る
た
め
同

意
を
求
め
る
件

意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の

O
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
せ

ん
す
る
た
め
意
見
を
求
め
る
件

「一一寸

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
在
宅

・
寝
た
き
り
高
齢
者
福
祉

金
所
得
制
限
緩
和
に
つ

い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
清
水
川
の
改
修
に
つ
い
て

。
消
雪
装
置
の
設
置
に
つ
い

て

。

「消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て

O

「
P
K
O
協
力
法
」
制
定
反
対

に
つ
い
て

O
国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め

る
意
見
書
掠
択
に
つ
い
て

固
定
資
産
癖
価
審
査
蚤
買
に

山

崎

薫

3
月
議
会
定
例
会
で
、
任
期
満

了
に
伴
う
朝
日
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
、
山
崎
薫
氏

を
選
任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。－
平
成

4
年
5
月
号
＠

し一一」

j検（;t品の長持 ・争いの仲裁に立ってくれる人｛ム氏神めようにあ 1）がfニい人だから、その人の調停，には従うべきであるというよと。

氏

使っている鍬は光る… 0 ・・た えず努力する~－u：.自然 とそ iLが表にあらわtl て他とはちがって光って見えるということ 。



寺：
内：
τI:: I 

r、、’c』、』
弘津づ
山イ圭力、
崎さ
折）ん

却 制t

企「シーズン中13:30～45~式合。多い白は1日
3試合はグランドの上ですJと藤井さん。

ジ
ヤ
ツ
ジ
の
声
高
ら
か
巴

認……
間一蹴
藤

井
芳
和
さ
ん

い
よ
い
よ
野
球
シ
ー
ズ
ン
開
＃
。
今
年
も
町

内
の
グ
ラ
ン
ド
で
は
数
多
く
の
好
ゲ
ー
ム
、
貯

プ
レ

ー
、
そ
し
て
珍
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
い
か
な
る
試
合

も
審
判
を
抜
き
に
し
て
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

現
荘
、
町
の
野
球
協
会
に
は
二
十
三
名
の
審

判
員
が
い
ま
す
が
、
審
判
長
を
務
め
る
の
は
審

柄拘禁余念ぬ

r輔さ：eて調蹴E淘蜘剛・・・d噂轟.，，，，，，，

£み
包込品

舟
川
新
の
岡
田
浩
義
・
久
江
さ
ん
夫
妻
の

長
男
卓
也
（
た
く
や
）く
ん

4
歳

長
女
麻
理
恵
（ま
り
え
）ち

ゃ
ん

2
歳

次
女

糸

織
（
し
お
り
〉
ち
ゃ
ん

7
か
月

判
員
歴
十
六
年
の
、
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン

の
藤
井
芳
和
さ
ん
（
四
十

一
歳

・
上
横
尾
）
で

す
。
審
判
長
に
な
っ
て
三
年
目
。
昨
年
ま
で
は

そ
の
か
た
わ
ら
、
現
役
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
藤
井
さ
ん
も
、
今
シ
ー
ズ
ン

か
ら
は
審
判
に
咋
念
。
よ
り
正
確
で
、
よ
り
公

正
な
ジ
ヤ
ツ
ジ
を
期
し
て
グ
ラ
ン
ド
に
向
か
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
野
球
が
好
き
だ
か
ら
」
と
は
い
え
、
シ
ー

ズ
ン
中
の
休
日
は
ほ
と
ん
ど
な
し
。

「
子
供
が

小
さ
い
こ
ろ
は
、
休
み
に
い
な
い
こ
と
で
よ
く

ケ
ン
カ
も
し
ま
し
た
。
で
も
、
今
ま
で
続
け
て

こ
ら
れ
た
の
は
、
何
よ
り
も
妻
や
家
族
の
お
陰

で
す
」
と
話
す
藤
井
さ
ん
。

「
先
輩
か
ら
『
う

ま
く
な
っ
た
な
』
と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
が

一
番
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
自
を
細
め
ま
す
。

し
か
し
、
と
っ
さ
の
判
断
を
求
め
ら
れ
る
ニ

と
も
し
ば
し
ば
。
「
も
ち
ろ
ん
ル

ー
ル
ブ
ッ
ク

を
読
み
返
し
た
り
、
審
判
仲
間
と
の
飲
み
に
ケ

｜
シ
ョ
ン
も
怠
り
ま
せ
ん
よ
」
と
笑
い
ま
す
。

会星座名ふたご座

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
た
い

愉
祉
関
係
の
学
校
を
卒
業
、
社
会

に
出
て
二
年
目
。
高
校
時
代
か
ら
の

夢
が
か
な
い

、
寮
母
と
し
て
「
有
磯

苑
」
で
お
年
寄
り
の
身
の
回
り
の
お

世
話
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

一
年
経

ち
、
よ
う
や
く
仕
中
の
流
れ
を
つ
か

み
か
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
が
正
念
場
。
「
何
事
も
三
年

が
一
区
切
り
」
と
思
っ
て
、
が
ん
ば

っ
て
い
ま
す
。

苑

一

磯

一

有

一

先

一
型

携
＝
佼

1

1
i
 

勤

一
血

女

一
会

女趣味スキー，ソフトボール

B型

体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
魁

昧
は
ス
、キ
ー
や
ジ
ヨ
ギ
、
ン
ク
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
全
般
。
今

年
の
目
標
は
、
ス
キ
ー
の
一
級
検
定

を
パ
ス
す
る
こ
と
。
そ
し
て
何
よ
り

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い

、
交
流
を
深

め
る
こ
と
で
す
。

結
婚
は
、
ま
ず
相
手
を
探
す
こ
と

か
ら
始
め
な
い
と
・：
。

ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
で
価
値
観
の
あ
う
男
性
が
理
想
の

タ
イ
プ
で
す
。

個
性
を
伸
ば
し
伸
よ
く

本
を
見
る
こ
と
が
好
き
な
長
男
の
卓
也
は
、

慎
重
派
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
が
り
犀
で
す
。

こ
の

ご
ろ
は
、
本
を
見
て
は
私
た
ち
に
い
ろ
い
ろ
と

説
明
し
て
く
れ
た
り
、
質
問
し
た
り
す
る
こ
と

も
多
く
な
り
ま
し
た
。

長
女
の
麻
埋
忠
は
、
行
動
派
で
ち
ょ

っ
と
太

目
。

こ
の
ト
砕
か
ら
保
育
所
へ
通
－つ
よ
う
に
な
り
、

楽
し
い
初
日
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
家

で
は
、
と
き
ど
き
お
兄
ち
ゃ
ん
の
気
に
入
ら
な

い
こ
と
を
し
て
枕
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
二
人
に
共
通
の
友
と
な

っ
て
い
る
の

が
次
女
の
糸
織
で
す
。
彼
女
が
泣
い
た
り
し
た

と
き
な
ど
は
、
お
互
い
に
話
し
か
け
た
り
し
て

お
円
ん
ち
ゃ
ん
、
お
帥
ち
ゃ
ん
ら
し
く
よ
く
回
倒

を
見
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
姿
を
見
る
に
つ
け
、

三
人
三
様
そ
れ

ぞ
れ
が
個
性
を
伸
ば
し
な
が
ら
仲
よ
く
素
直
に

成
長
す
る
こ
と
を
刷
、
っ
て
い
ま
す
。

えんどれす朝日

芸
術
文
化
活
動
の

仕
掛
人
集
団

厄
月
十
七
日
側
、
朝
日

町
教
育
文
化
会
館
で
劇
団

「希
望
抹
ム
円
」

（
東
京
）

に
よ
る
槙
劇

『
．天
ま
で
と
ど
け
』

が
公
演
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

「
え
ん
と
れ
す
朝
日
」
は
、

こ
の
舞
台
公
演
を
き
っ
か
け
に
結

成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
す
。

メ
ン
バ
ー
は
現
在
の
と
こ
ろ
約

十
五
名
。
青
年
聞
や
児
童
会
の
役

員
を
は
じ
め
、
笑
際
に
人
形
劇
や

演
劇
を
し
て
い
る
人
な
ど
、
二
十

代
か
ら
四
十
代
ま
で
の
個
性
あ
る

顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
で
は
、
ま
ず
五
月
十

七
日
の
郷
台
公
演
に
向
け
、
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
の
配
布
、
チ
ケ
ッ

ト
の
販
売
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
議
術
文
化
活
動

に
閥
わ
る
仲
間
づ
く
り
を
し
な
が

持鴨，苛酷a間宮朝、嶋輔副即酔国官事担V脳初旬語圏内唖鶴低醇1!!－園周圃躍；；＆！置時

とき

）

否

齢
，m
M
 

の

子
大
阪府

し
り
た

お
わ
制

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
何
介
し
て
く
だ

，‘、
。

－－r
、
’b
松
原

和
歌
山
県
の
熊
野
川
町
で

す
。
そ
の
名
の
と
お
り
、
熊
野
川

が
町
内
を
流
れ
る
町
で
、

三
重
県

と
奈
良
県
と
の
県
境
に
あ
り
ま
す
。

人
口
は
約
二
千
三
．
白
人
。
日
本
で

は
最
も
昨
．
巾
円
以
の
多
い
地
方

で
、
問
の
九
凶

・
七
%
が
山

地
で
占
め
ら
れ
て
お
り
、
林

業
い
か
雌
ん
で
す
。
ま
た
、
浜

u
p
～λ
7

・4za
q

谷
美
を
法
る
瀞
峡
て
広
く
知

ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
隣
町
に

は
那
智
勝
浦
温
泉
も
あ
る
な

ど
、
泣
く
に
は
見
所
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。

｜
｜
朝
日
町
に
来
ら
れ
て
何

年
に
な
り
ま
す
か
？

松
原

九
年
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
結
婚
し
て
金
以
に

4

年
、
黒
部
に
凶
年
ほ
ど
い
ま

ら
、
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
、

運
営
な
ど
も
手
が
け
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
今
回
の
舞
台
公
演

を
行
う

「希
望
舞
台
」
は
、
だ
れ

に
で
も
親
し
ま
れ
る
演
劇
を
モ
ッ

ト
ー
に
全
悶
を
巡
演
し
て
い
る
劇

団
で
、
富
山
県
内
で
は
十
七
日
の

朝
日
町
を
皮
切
り
に
、

六
月
五
日

ま
で
十
数
か
所
で
主
穴
ま
で
と
ど

け
』

（二
幕
十
二
場
）
を
公
演
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
え
ん
ど
れ
す
制

H
」
に

関
心
の
あ
る
人
、
公
演
や
入
場
料

な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
告

白

1
2
2
8
9
（
脇
山
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
か
ら
、
実
際
に
ふ
る
さ
と
を

離
れ
て
か
ら
は
久
し
く
な
り
ま
す

ね
。
向
こ
う
へ
は
年
に

一
回
は
帰

り
ま
す
が
、
そ
の
度
に
「
あ
あ
、

い
い
町
で
育
っ
た
ん
だ
な
」
っ
て

感
じ
ま
す
ね
。

｜
｜
朝
日
町
に
住
ん
で
み
て
い
か

が
で
す
か
。

松
原

今
で
は
す
っ
か
り
朝
日
町

で
の
生
活
が
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

食
べ
物
も
お
い
し
い
し
、
何
と
い

っ

て
も
，主
景
色
が
す
ば
ら
し
い
で
す

ね
。
何
年
、
冬
に
な
る
と
水
虫
耐

の
よ
う
な
裏
の
杉
林
に
み
と
れ
て

い
る
ん
で
す
よ
。

｜
｜
朝
日
町
に
望
む
こ
と
は
？

松
原

私
の
ふ
る
さ
と
も
そ
う
で

す
が
、
新
い
人
た
ち
の
流
出
に
的

止
め
を
か
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。ムー

泥中の蓮・・・悪い上立過の中にあってなか治らかさを保つもののことをいう。議ぃ寺ti向から知れる・ 尊い－.￥：rjP'I I/Iiえからして判長で，あ I）がたい感じがする。尊いものや内寄にhHiI直があるものはその州を克ただけで
わかるというたとえであるe



「さくらJはパラ科の落葉

高木で日本の代表的な花木。

その桜が満開となった4月

12日，楽しみにしていた「あ

さひ桜まつり」が開催されま

した。しかし，あいにくの雨

と寒さでホ花より団子々に。

[I差かで花 （八重桜）も見ごろ

だった昭和63年5月1日，城

山開きに合わせて行われた桜 1

まつりのときを思い出します i::Jψ ）~－，＿t" <L 
が，今固めまつりの準備，開 I - _-

催におー世話いただいた方々に

感謝申し上げるとともに，来

年もまた，J協力を賜るよう

お願いする次第です。

ところで，花といえば今後

は「アゼリア」という言葉を

見た り｜潤いたりする機会が多

くなると患います。アセeリア

(azalea）とは町花「ツツジJの

英語名。この秋，ショッピン

グセンター「アスカ」ととも

にオープンする多目的ホール

「アゼりアホール」は，多く

の花を咲かせるツツジのよフ

に，皆さんの集いの場として

利用されることを願って，そ

の名前が付けられました。

今後は， 、まち ・創造 ・ゆ・1め ・空間。をキャッチフレー
まiズにする「アスカJの繁栄を
4 .， 期待するとともに，町外の方 i
年jにも利用していただけるよう ~ 
a，、 十I 'I 

員jな 「アゼリアホーノレ」の運営 H
号 iに努力していかなければなら。iないと考えています。
量 ( 4月14日記）

と舗の寄えが基善である・ 最初に頭にひらめいた考えて尽を決行しようとする時には，もう一度その考えの是非を検討し，そこで得た結論
が最善だということ。
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Aスライム(II)＆稲荷ー寛（7)

企愛用美奈子（4)

屯〉・内 ＠ 、畠 c-・ B 

企f灸膝i憂（8)

~· 

つ

〔
新
入
所
児
〕
（3
歳
児
）

保
母

「O
A
く
ん
、

か
っ
た
ぜ
ェ
」

on
〈ん

「
だ
っ
て
よ
ォ
、 お
日
ょ
う
、

保
育
所
き

た
で
き
た
て
夢
に
ま
で
見
と

っ
た
が
い
っ
ち
ゃ
。
お
ば
ち

ゃ
ん
（
保
母
の
こ
と
）
も
夢

見
と
っ
た
つ
・
」

保
母
「
夢
に
ま
で
；
；
：
ウ
ン
、
見

と
っ
た
よ
」

佼
〈ん

「
こ
い
が
し
て
、
こ
い
が
し

て
（
身
振
り
手
振
り
し
な
が

ら
）
白
動
車
（
子
ど
も
用
の
お

も
ち
ゃ
の
白
動
傘
）
に
乗
っ

と
っ
た
が
い
っ
ち
ゃ
」

（
と
言
、
つ
が
早
い
か
、
靴
も

η
パ

ン
も
放
り
出
し
て
遊
戯
室
の
白

動
傘
に
飛
び
乗
っ

τい
る
）

（
ま
つ
げ
）
（3
歳
児

O
A
ちゃん「
ま
つ
げ
入
っ
た
が
っ
そ
」

包
くん

（
ま
じ
め
な
顔
で
）
「
ポ
｜

ン
っ
て
入
っ
た
が
っ
・」

仰）~~ 

c・A 
＠司
6'-S 
v 

企稲荷智子（3)

議
神
ご
t
H

＆羽柴（？）

早

身体測定「大きくなったかな？」

’r
－
 

・
内

JL
r

－
 

る，e
、
ィ、つ返・、PJ，、，

山
門てつ，，、め，，、め

ふ
品

鋭
部議回のそ

年」伊・41
い
ねず、

ふ
J

O
有

Hを

な
い
よ
」

け

Y
〈ん

「
先
生
、
タ
コ
じ
ゃ
な
い
よ
。

仁、、
，，，，
 

ほ
ら
、
ユ
ニ
ッ
ク
。
ず
ん
ず

ん
あ
が
っ
て
い
く
に
か
」
ず‘h
，
 

保
母
「
あ
っ
、
あ
れ
：
・ね
」

わゆ

（
高
く
あ
が
る
の
は
タ
コ
ば
か
り

M

と
忠
っ
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
はe，J
 

た
ち
に
は
降
参
）

J

情

（
ユ
ニ
ッ
ク
〕
（5
歳
児
）

（F
一
階
か
ら
外
を
え
な
が
ら
）

Y
〈ん

「
あ
っ
、
あ
が
っ
た
、
あ
が
っ

た
。
す
ご

1
い
／
」

K
〈
ん
「
お
｜
、
高
く
な
っ
た
、

す

ご
い
な
｜
／
」

保
母
「
ど
こ
ク
ど
こ
っ
・」

κ〈ん
「
ほ
ら
、
見
え
る
に
か
：
；

か
っ
こ
い
い
／

ι

保
母
「
h
F
コ
ど
こ
に
も
あ
が
っ
て

広
報
ク
イ
ズ

⑪

【
問
題
】

①
3
－H
定
例
議
会
の
代
表

・

間
の
数
は
？

＠
8
件

⑮

辺
件
。
却
件

②

「観
背
山
石
」
が
あ
る
の
は
何
川
の

上
流
？

＠
笹
川

⑮

小

川

。

境
川

③
朝
H
岳
山
悶
き
は
6
月
の
い
つ
？

＠
1
日

③

日

目

。

幻

自

【
応
裏
方
法
】

食
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、住
所
、
氏

名
（
匿
名
希
望
の
場
合
は
そ
の
旨
）
、

年
齢
を
書
き
5
月
比
日
ま
で
に
役
場

総
務
諜
秘
書
広
報
係
（
一T
m
l
m
w朝

日
町
道
下
l
l
3
3
）
へ
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
抽
選
て
3
人
に
テ
レ
ホ
ン

カ
！
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

会
前
聞
の
当
選
者
は
後
藤
陵
さ
ん
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
さ
ん
、
ポ
ッ
キ
ー
さ

ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
正
解
は
①

ー
＠
、
②

i
⑮
、
③
｜
⑮
お
通
中

正
鮮
は
辺
通
）

般
質



7
月
四
日
i
引
日

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
派
遣
留
学
生
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

を
募
集
し
ま
す

町
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
イ

ン
ド
、
ネ
シ
ア
か
ら
の
政
府
派
遣
留

学
生
と
の
交
流
卒
業
を
行
い
ま
す
。

栄えある受章 ｜春の褒章｜

おめでとうこ、、ざいます

［ 一一表され 朝… Jl 
；畢政輿 さんと青嶋芳野さんのお二人が黄綬褒章を｜

受章されました。 J 

噌

． ．也’v

小
選

政
奥
さ
ん

（
臼
歳
・

山
王
）

期
間
は

7
月
初
日

ωか
ら
汎
日

倒
ま
で
の

4
日
問
。
日
本
に
留
学

中
の
学
生
約
加
入
が
朝
日
町
を
訪

れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
唱
広
く
交

流
す
る
予
定
で
す
。

今
回
の
交
流
事
業
は
、
昨
年
と

同
様
、
留
学
生
の
粁
さ
ん
が
実
際

に
町
内
の
家
躍
に
宿
泊
す
る
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
の
昨
式
を
と
り
ま
す
。

会
話
や
食
事
、
寝
具
な
ど
は
心
配

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
経
験

も
不
問
で
す
。
国
際
交
流
に
少
し

で
も
興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
夏

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
応
募
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
町
に
い
な
が
ら
外

国
の
人
と
交
流
で
き
る
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
。
あ
な
た
の
中
の
世
界
が
、

ぐ
っ
と
広
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
応
募
さ

れ
る
方
は
、
5
月
初
日
出
ま
で
に

役
場
総
務
課
庶
務
係

（
合
お
1
1

1
0
0
内
線
2
0
6
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

賞
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
た
小
湾

政
興
さ
ん
は
、
昭
和
印
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
山
崎
土
地
改
良
区

の
役
員
と
し
て
地
区
の
土
地
改
良

事
業
に
尽
力
。
昭
和
弘
年
か
ら
は

理
事
長
と
し
て
精
力
的
に
職
務
を

遂
行
、
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

な
ど
に
優
れ
た
手
腕
を
発
揮
し
、

地
区
農
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
さ

れ
て
い
ま
す
。

黄
綬
褒
章
を
受
ル
註
さ
れ
た
青
嶋

芳
野
さ
ん
は
、
昭
和
幼
年
か
ら
平

成
4
年
3
月
ま
で
、
お
年
の
長
き

に
わ
た
り
舟
見
郵
便
局
の
郵
便
集

配
受
託
者
と
し
て
集
配
業
務
に
精

励
。

こ
の
問
、
羽
入
と
小
川
悦
什水

一%
渇
ま
で
約
4
キ
ロ
の
道
の
り
を

毎
日
往
復
。
は
が
き
や
小
包
な
ど

の
郵
便
物
の
集
配
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。

－
あ
し
ら
せ
と
ス
ポ
ー
ツ

⑪

朝
日
町
消
防
団
春
季
放
水
訓
練

｜
｜
平
成

3
年
度
消
防
定
例
表
彰
も
｜
｜

3
月
辺
日
、
朝
日
町
消
防
団
の

春
季
放
水
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
自
の
訓
練
に
ほ
、
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
員
も
参
加
。
管
内
全
域

の
巡
回
広
報
の
ほ
か
、
放
水
訓
練

や
分
列
行
進
、
表
彰
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の

は
次
の
方
々
で
す
。

消
防
斤
長
官
表
彰

。
永
年
勤
続
功
労
輩
小
坂
孝
義

（
3
分
団
分
団
長
）

富
山
県
知
事
表
彰

O
無
火
災
表
彰
朝
日
町
消
防
団
、

朝
日
町
消
防
団
4
分
間
、

5
分
団
、

6
分
団

O
幼
績
章
水
野
甚
之

輔

（
l
分
団
分
団
長
）

O
精
勤

章
水
島
嘉
弘
（

6
分
団
分
団
長
）

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

O
精
績
掌

吉
江
守配…

（
4
分
団

分
団
長
）

O
勤

続

章

宮

成

正

（
5
分
団
分
団
長
）、
河
村
吉
継
（
3

分
間
班
長
）

富
山
県
消
防
協
会
長
表
彰

O
功
紡
青
花
章
村
口
靖
朗

（
5

分
団
副
分
団
長
）

O
功
績
賞
花

章

本

田

斉

（
1
分
団
副
分
団
長
）

O
勤
続
緑
花
輩
伊
蕗
勇

（
2
分

間
分
団
長
）、
森
野
留
雄

（
2
分

間
部
長
）
、
西
村
美
則

（
3
分
団

茂
輝
、
高
橋
秀
治
、
水
島
忠
彦
（以

上
第
6
分
団
団
員
）
O
優
良
機

関
員
意
（
赤
色
）

平
田
降
俊
（

4

分
団
部
長
）

O
保
全
整
備
優
秀

車
両

3
分
団
l
号
車

O
家
族

の
感
謝
状
宮
成
昭
子

（
5
分
団

常
成
正
分
団
長
の
家
族
）
、
水
a
品

秀
子

（
6
分
間
水
島
寅
背
部
長
め

家
族
）

O
永
年
勤
続
退
職
者
感

謝

状

山

附

周

佐

（花
2
分
団
分

団
長
）
、
清
水
規
明

（
元
2
分
団

副
分
団
長
）
、
山
岡
宏
（
元

2
分

団
部
長
）
、
小
坂
幸
男
、
山
田
盛

K

－y
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
郡
体
町

ぷ
‘

予
選
会
の
お
知
ら
せ

期
日

6
月
l
H
川
1
4
U
刷

会
場

町
民
総
合
体
育
館

時
間

午
後
7
時
初
分
l

申
込
み
締
切
り

5
月
お
日
開

競
技
区
分

男
女
1

・
2
部
制

部
長
）
、
西
岡
郡
一
（

3
分
団
班

長
）、
中
谷
庄
二
（
6
分
団
班
長
）、

絹
地
俊
雄
（
消
防
本
部
消
防
士
長
）

O
勤
続
銀
章
長
崎
静
男
、
七
揮

勘
一
（
以
上
l
分
団
団
員
）
、
稲

垣
吉
夫

（
2
分
団
団
員
）、
中
村

和
彦

（
3
分
団
班
長
）、
池
原
武
、

南
部
省
一一

（
以
上
3
分
団
団
員
）
、

積
田
宏
司

（
4
分
団
団
員
）、
大

佐
克
二
（

5
分
団
団
長
）
、
大
野

信
（
以
上
元

3
分
団
班
長
）
、

山本

田
蕃
（
元

4
分
間
分
団
長
）
、
水

島
和
之
（
元

6
分
団
分
団
長
）
、

植
木
弘
行
（
元
6
分
団
副
分
団
長）、

水
島
晃

（
元
6
分
団
班
長
）

消
防
団
幹
部
異
動

昇
格

（
4
月
1
日
付
け
）

吉
江
守
照
（
刷
団
長
）

越
津
久
行
（

4
分
間
分
団
長
）

小
杉
直
範

（
4
分
団
副
分
団
長
）

退
団

（
3
月
白
日
付
け
）

村
口
隆
造

（
副
団
長
）

（
日
歳
以
上
）

（
却
歳
以
ト
）

（
刊
歳
以

l
）

D
ク
ラ
ス

（
叩
歳
以
卜
）

問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は

生
涯
学
内
館

（
岱
幻
｜

1
2
9

4
）
へ
。

A
ク
ラ
ス

B
ク
ラ
ス

C
ク
ラ
ス

医療の現場から
喜安土外あ
店己E干ヰさ
医ひ

耕 こ長総
う 合

平：震
先一

生

内視鏡検査について
俗に「胃カメラ」と呼ばれて

いる内視鏡検査についてお話し

したいと思います。

最初の内視鏡は1868年に登場

した体のように硬くまっすぐな

お「門鋭」と呼ば、れるものでした。

次に登場したのが軟らかい腎

カメラであリました。1950年の

ことです。これは間の中の：写真

はとれましたが直接見ることは

できませんでした。

1957年‘ガラス繊維を用いた

ファイパースコープが作られ胃

の中を直接見なカJら操作でき，

り立もとれるようになりました。

日本に入ってきたのは1962年の

ことでしたが．その後の改良が

めざましく ，制〈 ，良〈見える

現主1:<1〕ファイパースコープに至

っています。

ファイパースコープの’性能の

向上と共に胃の病気の診断力も

飛躍的に上がりました。特に．

腎がんの診断に威力を発揮し，

早い時期1の間がんを発見できる
ようになりました。したがって

手術をすると治るような胃がん

が多くなり， 10数年前には10%

れ度だったのが現在では50%に

もなっております。

ファイパースコープは診断ど

けでなく ．病変部を切り取った

リ，誤飲をした物を摘出したり，

1fn.を止めたり，いろんな処置が

できます。

しかし 苦痛があるというこ

とであまり貯まれておりません。

内祝鋭検査は．苦痛以上に得る

ものが多いということを羽l解し
ていただきたいと思うのです。

青
嶋

芳
野
さ
ん

（
臼
歳
・

羽
入
）

－
平
成
4
年
5
月
号

⑪

結犠均らずの；t声O'~. 関西の人が箱恨の山も知らないで，その先にある江戸をいか1ζも見てきたよ うに話をする。知ったかぶりのこと。日に三度我が身を省みる…－ー｜オに（ii］）主もJ:i.省して，正しい言動をとるようにこころがける。つねに反省することが必要た’ということ。



｛｝）朝日町社会福祉協議会は．

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

会 83-0576

き
れ
い
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
｜

口

国

税

専

門

官

に
つ
い
て
は
魚
津
税
務
岩
総
務
課

（干
W
魚
津
市
北
鬼
江
川
｜
2
E

M
－

－

3
7
0内
線
ロ
）
へ
問
い

合
わ
せ
を
。

受
験
資
格

昭
和

ω年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
必
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。

受
付
け
期
間

5
月
l
日
か
ら
5

月
同
日
ま
で

第
1
次
試
験

6
月
初
日

・
幻
日

受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と

裁

判

所

職

貝

職
種

裁
判
所
事
務
官
I
梯

・
日

種
家
庭
裁
判
所
調
査
官
補
I
種

受
験
資
格

昭
和
叫
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
M
W
年
4
月
1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人
。
た
だ
し
、
裁
判
所

くらしの情報室

ホット求人情報
3重E里
求人殿様 年曲者 賃金 性5JI

l 就業場所 採用 資絡経験
番号 内 休 日 人数 免許等

電気工事士 18才～ 170,000-
男
朝日町平柳

友ぴ見習 42才 280,000 日， 第4土日義
2 不問

2 金属製品加工 18才～ 120,000～ 男
朝日町下聖子

2 不問
50才 250,000 自祝， 第4土日雀

3 配 逮 45才～ 199,200～ 男
朝日町策草野 不問

60才 223,200 水曜．年77日 普通免許

4 受歯科助付手 18才～ 130,000～ 女
朝日町道下

高卒以上
35才 160,000 日祝

2 

5 一 般事務 20才一 110,000- 女
朝日町平柳

高卒以上
経 理 40才 125,000 日祝

2 

6 金属製品加工 18才～ 100,000～ 女
朝日町下野

不問
50才 180,000 日祝，第4土曜

2 

7 w.: 務 員
18才～ 140,000～ 

女
朝日町笹川！ 高校卒程度

50才 150,000 日祝 普通免訴

8 店 員
18才一 120,000-

女
朝日町宮崎 不問

55才 150,000 火曜 普通免許

9 看 議 線
22才～ 192,000～ 

1て
朝日町道下 不問

46才 198,000 月7～9日
2 
看護婦免許

10 書量 ~~ 
40才～ 100,000～ 

女
朝日町織尾

中学卒
60才 112,500 月曜

平成4年5月分

活
発
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ー

l
山
崎
婦
人
会
｜
｜

「山
崎
婦
人
会
」
の
皆
さ
ん
は
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
空
き
・刀
ン
拾
い

に
よ
る
収
益
金
や
、
各
自
が
持
ち

寄
っ
た
タ
オ
ル
を
町
の
普
意
銀
行

に
寄
付
す
る
な
ど
、
活
発
な
ボ
ラ

一
中
川
薙

一
氏
を
講
師
に

一

一
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

一

3
月
刊
日
、
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
の
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
が
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

元
同
長
の
・
中
川
混

一
氏
を
講
師

に
迎
え
た
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約

ω人

が
参
加
。
先
人
の
皆
き
ん
が
町
の

教
育
問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
経

緯
な
ど
ユ
ー
モ
ア
を
交
、
え
な
が
ら

の
講
演
に
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

メ
モ
を
取
る
な
ど
熱
心
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。

役
場
（
代
表
）

教
育
委
員
会

事
務
官
H
柄
は
昭
和
必
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
短
大

ま
た
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し

た
人
及
び
平
成
5
年
3
月
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
人
。

受
付
け
期
間

5
月
1
日
か
ら

5

月
日
日
ま
で

1
次
試
験

6
月
幻
自

受
験
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と

に
つ
い
て
は
富
山
地
方
裁
判
所
総

務
謀
人
事
第
l
係
（
一T
側
富
山
市

西
団
地
方
町
2
1
9
1
1
宮

0
7

6
4
｜
幻
｜
6
1
3
1
内
線
2
0

5
・
2
0
6
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

合「求人情報一覧表』もご利用下さい．（商.I.鍛光銀カウン7ーに展示）
命くわしい二と1：.曲，軍公共級事E安定所朝日分>i:fi'82-0198へ釘問い合わせ〈ださいデ

一一
朝
日
町
民
コ
ル
フ
大
会

一

日
時

6
月
幻
日
間
午
前
6
時

初
分
ス
タ
ー
ト

場
所

魚
津
国
際
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
参
加
定
員
・
資
格

1
0

0
名

町
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人
。

参
加
費

3
0
0
0
同

（
プ
レ
ー

代
は
別
）

申
込
み
先

北
陸
銀
行

・
富
山
第

一
銀
行

・
新
川
水
橋
信
用
金
庫
の

各
泊
支
店
、
朝
日
町
中
央
農
協
の

各
支
所
、
朝
日
町
商
工
会
、
小
川

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。賛
助
会
員
加
入
状
況

篠
田
主
善
、
篠
田
雪
子
、
山
手

政
雄
、
山
手
三
代
子
、
七
沢
孝
男
、

七
沢
政
重
、
七
沢
よ
し
江
、
七
沢

み
よ
、
一
頃
商
政
雄
、
浜
川
始
、
浜

歩
、

ふ
H
Vたた

う
あ
ν』

f

l

右

J
一－圃
叫

いれ笥
3
1

＠ 朝日町善意銀行

( 3月11日～4月10日）

－
ふ
く
し
の
窓
＠

川
さ
よ
子
、
金
子
案
、
下
津
俊
子
、

広
田
喜
一

、
広
田
章
子
、
広
川
ひ

き
江
、
大
井
畠
子
、
と
く
名
、
松

原
義
回
目
、
堀
田
秀
悦
、
青
島
昭
夫
、

青
島
昭
代
、

青
島
祥
郁
、
七
津
武

焼

以

上

M
名
紛
口
（

3
月
訂
日

現
在
）

V
賛
助
会
加
入
の
申
し
込
み
は
町

内
の
担
当
民
生
委
員
ま
た
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
。

賛
助
会
制
度

昭
和
臼
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
賛

助
金
員
制
度
は
今
年
で

6
年
目
を

迎
え
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
会
員

の
皆
さ
ん
の
会
費
を
社
会
福
祉
協

議
会
の
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

一
定
の
額
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
そ

の
利
息
を
財
源
と
し
て
地
域
福
祉

の
充
実
に
利
用
す
る
も
の
で
す
。

賛
助
会
加
入
に
皆
さ
ん
の
一
層
の

ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

Qi(I 金森司会夫さんから亡母操

さんが生前お世話になったお

札として 200,000向

。＊革針米国吉彦さんから 亡

符ミキさんが生前お也ー話にな

ったお札として 100,000円

Q±Jj 七漆武援さんから亡妻和

子－さんが生前お世話になった

お札と して 10,000問

。坊 中野ノブ子さんから

2,000円

。坊町内会さんから 4,760向

。ノJ'JI I建設工業株式会社さんか

ら交通安全立者紋コンクール

：肢促努賞の副賞金 30,000円

a
m
i
－
－
。
。

岱

m

H
U

－－
0
4

町
民
総
合
体
育
館

合
的

1
1
8
3
8

b
ノ
就
職
や
退
職
に
よ
る
健

オ

斗

康
保
険
の
変
更
手
続
き

＝

「
ピ

は
お
す
み
で
す
か

＝

一必
』

一

＝

忙
け

μ一
健
康
保
険
証
が
変
わ
っ

日
時

6
月
幻
日
制
午
前
8
時
（
役
一

険

一
た
と
き
は
、
次
の
も
の
を

場
前
集
合
）

「

j
k
）
も
っ
て
住
民
課
窓
口
へ
お

場
所

北
又
周
辺

戸川

河
」
い
で
く
だ
さ
い
。

参
加
対
象

小

・
中
学
生
と
そ
の
①
就
職
に
よ
り
国
保
か
ら
社
会
保

保
護
者

（
却

1
m組
）

険
等
へ
変
わ

っ
た
と
き
、
国
保
と

参
加
費

税
子
l
組
6
0
0
0
円
職
場
の
岡
方
の
保
険
証
と
印
か
ん

（大
人
1
人
に
子
供
2
人
の
場
合
②
退
職
し
て
国
保
へ
は
い
る
と
き

は
9
0
0
0
同
）

勤
め
て
い
た
と
き
の
保
険
証

（返

内
容

ブ
ナ
の
新
緑
観
察
、
小
鉢
し
た
と
き
は
職
場
の
離
脱
証
明
書
）

の
森
づ
く
り
、
初
夏
の
品
花
観
察
、
と
国
保
加
入
世
帯
で
あ
れ
ば
国
保

当
渓
と
谷
川
の
観
察
、
山
菜
の
取
保
険
証
と
印
か
ん

・
厚
生
年
金
や

り
方
、
自
然
保
護
の
話

共

済

年

金

の

受

給

者

は

年

金

証

書

そ
の
他

当
日
は
山
歩
き
が
で
き
も
必
要
で
す
。

る
服
装
で
、
着
替
え
、
雨
具
、
筆

③

老

人
保
健
医
療
や
福
祉
医
療
の

記
用
具
、
畳
食
を
持
参
の
こ
と
。

該
当
者
で
保
険
が
変
わ
っ
た
と
き
、

申
込
み

役
場
商
工
観
光
課
（
古

老
人
保
健
医
療
受
給
者
や
身
体
障

役
場
内
線
1
1
8
）
へ
。

害
者
、
母
子
、
乳
児
等
の
福
祉
医

一一

＝

療

該
当
者
は
、
変
わ

っ
た
新
し
い

＝
朝
日
岳
山
開
き
登
山
会

＝

2
2
E
：
1

’

一一

一－

G
M
L
5
t向
カ
パ

期
間

6
月
幻
日

ωか
ら
お
白
刊
で
」
れ
ら
の
届
出
が
遅
れ
る
と
、

ま

で

保

険

税

を

さ

か

の

ぼ

っ

て

納

め

た

参
加
資
格

小
学

生

以

上

り

、
資
格
の
な
い
保
険
証
を
使
う

会
費

一
般
8
5
0
0
同
小
学
と
医
療
費
を
返
し
て
い
た
だ
く
こ

生
6
0
0
0
円

叫
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

定
員

別
名
（
定
員
に
な
り
次
第

｛
手
続
き
を
〉

出
泉
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

申
込
み
締
切
り

6
月
6
日
仕

＝
新
緑
に
北
文
で
遊
ぼ
う

＝
親
子
自
然
保
護
教
室

－
平
成
4
年
5
月
号

＠

＝員免ぬ自の柱 －桜の花の見ごろIi三日Iiどしかなし その｛との散リやすいこと。i止の中の炉）変わリのli!fしいことにたとえる。

問
削
凶
凶
同
凶
凶
岡
山

呂

同

U

娘に甘いは親父の習い……世の父親W:娘に対してLt，とかく甘いものだということの



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
⑪

締
め
切
り
ま
す
）

申
込
み
先

朝
日
町
観
光
協
会
（
役

場
商
工
観
光
課
内
）

申
込
み
期
限

6
月
日
日
開

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
朝
日

町
観
光
協
会

（
宮
役
場
内
総
1
1

8
）
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

＝
お
座
敷
列
車
で
行
く

＝

二
「
朝
日
町
民
号
」

＝

日
時

5
月
日
目
白
か
ら
目
白
閉

ま
で
仔
先

お
伊
勢
ま
い
り
（
御
神
楽

奉
納

・
特
別
参
拝
）
と
伊
勢
鳥
羽

の
旅
問
合
せ

泊
駅
、
役
場
尚
工
観
光

課
、
朝
日
町
中
央
農
協
本
所

・
各

支
所
、
大
家
庄
農
協

中央高齢者教室

メニューもいろいろ
愛
の
献
血

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
れ
J

」。

協
力
者
名
（

3
月
実
施
分
、
品M
印

は
側
A

刷
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
柳
川
献
血
者
）

境
地
区
食
水
島
寿
、
会
和
泉
祐
子
、

水
島
美
穂
、
水
島
育
子
、
水
島
智

征

宮
崎
地
区
※
扇
谷
裕
明
、
※

大
平
千
保
美
、
光
主
ゆ
か
り
、
岩

谷
英
樹

笹
川
地
区
折
谷
春
美
、

大
森
純
人

泊
地
区
公
谷
口
直
行
、

大
寺
崎
久
子
、
カ
舟
川

一
俊
、
会

中
村
泰
子
、
会
梅
津
慎
司
、
ムw
越

同
政
治
、
A
H
寺
崎
道
代
、
公
金
津

英
二
、
食
鍋
島
俊
雄
、
会
入
江
誠
、

女
平
野
清
彦
、
A
M
谷
口
掌
、
※
折

谷
武
彦
、
※
間
部
敏
博
、
液
東
由

松
、
安
達
英
子
、
薄
日
経
子
、
上

一
住
民
健
診
の
内
容
が

一

一
変
わ
り
ま
す

一

各
地
区
で
実
施
し
て
い
る
住
民

健
診
の
内
容
が
平
成

4
年
度
か
ら

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

。
血
圧
が
高
い
な
ど
精
密
検
査
が

必
要
な
人
は
、
そ
の
場
で
心
電
図
・

眼
底
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

。
節
目
年
齢
の
人
（
昭
和
7
年
度

・
口
年
度

・
幻
年
度
生
ま
れ
）
で

希
望
さ
れ
る
人
は
、
総
合
健
診
と

し
て
、
あ
さ
ひ
総
合
病
院
で
住
民

健
診
と
が
ん
検
診
を
同
時
に
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

なお、指定の日時に都合が

悪く受診できない場合は、同

じ地区で行われる他の健診日

に受けることができます。

［無料法律相談会］

富山地方・家庭裁判所魚津

支部ては、憲法週間にちなみ

次のとおり無料法律相談会を

開きます。

日時5月7日附午前日時か

ら午後4時まで

場所魚津サンプラザ3階イ

ベントホlル

相談事項金銭や土地・建物

などの貸借の紛争、土地や境

界に関する紛争、交通事故の

損害賠償に関する紛争など。

一平成4年度前期一
一危険物取扱者試験一

試験の種類甲特・乙暁（第

1類i第6類）・丙極

試験日6月幻自制

試験会場富山工業高校・魚

津工業高校

受付け期間5月日日聞から

白日附まで

詳しいことについては、消

防署（官邸｜0009）へ。

町の工事発注状況r’X
一一一町が入札 を行ったものを掲載しています < H4.3.1-3.31> 

コニ l~ 名 場所 予発成定 書合it 古~ Z匙 者ー m生当期主

脇保J町主；：：地ヒ地区己昆主是」滋；主＠雪量Iiイ4桁喪4コ二ι4君1臨ι 続長IUJ 3月 1.287.500 〆総I、株／Ill式E主君会主コ社二 毘71<是足量キ観4主

何街H路R場m:~2問 f鰍 illli'帯改良ユニゅ 学阪T 3月 6,849.500 ノ縫j、妹Ill主式主会置生コ長土ニ 総量生観ミ

林民主単道雄林道谷線改良改司良王ご業亡。一、 雌谷 3 J'J 1 .. 854.000 鋭業株待遇式会量生工社 農水店長林線

i回a日路立務僑塚梁下紛e型~＂！金山総書lli従事11!イl葺コニzt:i: 金山 3月 1,009.400 ィ品位、株／II ~式Ill:会訟’こ社に 主E紋撚

m聞tむ逃新主主主設吉改岡了良清司水王霊町長・線香lli鍛工'f¥'. 第清1水E町町 3 fl 3.872.800 業’l、株／Ill式匝註貫会生コ社ニ 狙！:tll:ll祭

体朝軍日r町箆勤窓枠労背yケ少ラ年又体耳Z育替エセ母ン、タ一 す正Elli 3 fl 906.400 板本木コ二戸汁 綿布I.センター由

お
で
か
け
で
す
か

火
の
元
は
？
。
度
ン

一

」

ズ

う

HY

一
も
を

己
シ

に
認

モ
の

前
確

＝

楽

け

の

知

行

か

元

た

は

で

の

く

春

お

火

ム来月えりのシーズンです

、bへ虫かける皆さんへ
山菜取りは単独行動を避け，あらか

じめ天気予報を調べたうえで．家族に

行先を連絡するとともに非常食や防寒

具を携行して行きましょう。

警察ではヤマタン（山岳遭難探索シ

ステム）の貸し出しをしています。詳

しくは入善警察署（n72-0l10）へ。

・開講期間 6月10日から10月15日

までの20回コース （予定）

・受講資格 60歳以上の男女

・内容 社交ダンス、ビーチボール、

手芸、俳句、 史跡めぐり 、健康教

室など。

・申込み 受講希望者は教育委員会

（宮82-1104）へ電話で、申し込みを。

野
渉
、
山
田
竜
也
、
居
波
宏
作
、

土
井
一
男
、
川
瀬
キ
ミ
子
、
土
井

辰
彦
、
佐
渡
由
華
子
、
米
回
健
一
、

長
谷
美
由
紀
、
島
由
美
子
、
笹
川

広
実
、
地
田
勝
彦
、
長
井
信
哉

野
崎
久
司
、
福
島
み
ゑ
子
、
殿
村

淳
哉
、
梅
沢
孝
和
、
田
畑
裕
樹
、

中
村
寿
美
栄

五
箇
圧
地
区
大
長

井
智
、
食
窪
田
隆
記
、
※
佐
渡
晴

美
、
※
篠
田
裕
規
、
※
広
回
み
ゆ

き
、
成
田
静
雄
、
高
島
宏
茂
、
安

達
晴
美
、
草
山
文
夫
、
浜
文
彦

南
保
地
区
会
勝
原
奔
正
、
会
小
林

吉

一
、
食
江
測
千
春
、
※
普
田
和

夫
、
大
森
千
恵
美
、
長
谷
勝
、
道

用
太
紀
子
、
中
島
卓
弥

山
崎
地

区
※
角
丸
貴
之
、
※
田
中
桂
子
、

長
津
惜
美
、
七
沢
志
保
子
、
名
古

屋
洋
之
、
谷
幸
美

大
家
圧
地
区

会工藤宏一、穴水野誠、※伊

藤明子、※右井康紀、坂口啓

治、広田真智子、水野元子、

清水規明、右井勝美、石井由

紀子、東英徳（以上位名）

Oご寄付を
ありがとうございました

マ朝日町自動車学校さんから

町へ現金・備品・図書（総額

454万4272円）

マ神田町の大菅克こさんから

泊小学校へ学校の表札刻字（5

万円相当）

マ東京都品川区の田中紘さん

から泊小学校へ教材備品（1

05万円相当）

マ黒部市の本国昭一さんから

笹川小学校へ絵悶l点（2万

円相当）

生活必需晶価！費
‘’唖ν

4月分（毎月10日現在誠査｝ I刺立 ：問

平 t勾 悩 格
ifU 名

4月 前月比 前年同月比

tf ソ ／ 

132 - 1 ー 2 イ｛ rnト完 lr l 
t由 ま丁 t山

一 50 一 75976 
製 （配達Ille)

門 L p 'ff ス
3, 117 + 44 - 32 "" ( 5 m') 

El' ,;fr 111 1先 高I)
231 - 25 同 24円

（中’段j先高1J6ooinel 

用
テ 4 シ ェ ペーハー

135 ｛て九 - 19 (400f文紙約八り ）

ト イレ ・ソ トペ ーパー --
n 

414 + 131 十 1:)1nn 
（故紙ロール4例組）

食 ハン！：？ ＋ 9 ＋ 9 （ ＇誇i盛~－：.6枚人リ ）

ff J’ 
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．？ 一
325 - 26 ＋ 川l (450 g I rli) 

しょ う illl 
574 ＋ 8 + 23 エ ( 1.8 fピン人1))

ft サラダ泊 349 ＋ 5 3 
（ポ リ谷？.ii700g入り）

”＂ “ 
と ヲ .：、泊、

92 。 。
（もめん I]") 

牛 才L
256 + 15 + 18 ( I fハ .., 7人リ）

ザ：j

経~55 + 65 （中｜苅しもJOOg) 

豚 l勾
、4ミ
比－ノ 8 

~ （ヰl内むら100g) 
191 ＋ 

始列A。t旬~ 卵 161 - 69 - 115 
鮮 (Mサイ

玉 lJ 、!f:• 
144 - 90 ー 51

（告ら泌品 lkg) 

食 tま れ 、、 し よ 227 - 57 + 28 
（普jjfJ品 ikg) 

品占t -r・ ~ 、ソ

！乞
- 243 

(-IX・ j虚品 lkg) 

人 参 ~~ 
J;w' 

（普通品 lkg) 一 46 - 154 

くらしの情報室

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

（
官
邸

1
0
5
7
4）

新
し
い
本

二
般
書
）

あ
ね

・
い

も

う

と

仁

科

幸

子

ゆ
っ
く
り
と
一
歩
里
見
浩
太
郎

生
き
る
幸
福
老

い
る
幸
福宇
野
千
代

青
木
雨
彦

さ
い
ご
の
雨
彦
流

海
と
・
晶
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー久
里
洋
二

文
学
部
唯
野
教
授
の
女
性
問
答

筒
井
康
隆

草
の
海
モ
ン
ゴ
ル
奥
地
へ
の
旅

椎

名

誠

原
色
の
愛
に
抱
か
れ
て
家
田
荘
子

お
ん
な
は
度
胸
（
ド
ラ

マ
ガ
イ
ド
）

日
本
放
送
出
版
協
会

都
道
府
県
別
冠
婚
葬
祭
大
事
典

主
婦
と
生
活
社

t対

安
婦
た
ち
の
太
平
洋
山 戦
田 争
盟六
子ニ

（小
説
）

バ
ル
セ
ロ
ナ
の
休
日
林
真
理
子

東
京

エ
レ
ベ

ー
タ
ー
ガ

l
ル

小
松
江
里
子

イ

ビ

サ

村

上

龍

間

狼

奉

行

高

橋

義

雄

凶

死

都

物

語

森

村

誠

一

天
保

悪

党

伝

藤

沢

周
平

は
や
ぶ
さ
新
八
御
用
帳
④平
岩
弓
枝

本
の
紹
介

「と
や
ま
の
滝
」
北
日
本
新
聞
社

山
が
あ
り
、
水
が
あ
り
、
滝
が

あ
る
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

富
山
は
沌
の
宝
庫
。
「
と
や
ま
の

滝
幻
選
」
を
は
じ
め
、
景
観
、
胤

模
、
歴
史
性
に
優
れ
た

「
ふ
る
さ

と
の
滝
」
を
紹
介
。
滝
め
ぐ
り
を

楽
し
み
、
自
然
に
親
し
む
た
め
の

一
冊
。－
平
成
4
年
5
月
号

＠

内lこれIt量を良げ ・他人の家をみれたときには，門を入ったとニろで笠を脱いで会釈をするのが礼儀であり，どんな場合でも礼儀を欠いて
はいけないということ。l長m.t機会を逃すなということ。

識の起に量動れはなし ・仰の枝はよ くしなうので，蓄が積もるということがなし 枝の祈れるζとがない。柔軟なものLiI：~ 1i~i なものよりかえ
ってきびしい試練にl耐えるというこ と《



身近な話題を待っています （ft83－竹00内線204）ヘ。

1人でも大丈夫だよ

町
内
の
各
小
学
校
で
入
門
子
式
の

あ
勺
た
凶
月
七
日
、
南
保
小
学
校

蛭
谷
分
校
で
は
、
た

っ
た

一
人
の

入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
は
長
津
舛
一
さ
ん
（
羽

入
）
の
長
男
、
一山
樹
君
。

こ
の
日

母
親
の
典
子
さ
ん
に
連
き
添
わ
れ
、

キ
ズ
ボ
ン
に
ち
ょ
う
ネ
ク
タ
イ
姿

で
校
門
を
く
く
リ
ま
し
た
。

式
で
は
最
前
列
に
座
り
、
緊
張

の
由
利
ち
だ
っ
た
民
間
君
も
名
前

を
呼
ば
れ
る
と
大
き
な
戸
で

「
ハ

イ
」
と
返
小
。
・
冗
れ
に

一
年
生
め

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

よ着工rァスカ~¥) 
一一ショッピンク‘センター起工式一一

¥ ) よ

多
目
的
ホ
ー
ル

「
ア
ゼ
リ
ア
ホ

ー
ル
」
を
併
設
し
て
、
こ
の
秋
オ
ー

プ
ン
す
る
刺
日
シ

ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー

「
ア
ス
カ
」
の
起
工
式
が

川

H
十
一
日
、
J
R
泊
駅
西
の
建

設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
朝
日
商
業
開
発
株
式
会

社
の
役
只
や
関
係
者
ら

μ人
が
出

府
。
泌
凡
社
長
、
仏
…
沖
町
長
ら
が

か
ま
人
れ
な
ど
の
判
中
を
行
い
、

了
いや
め
安
全
を
祈
リ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
の

除
r

株
式
が
あ
り
、

「
ア
ス
カ
」
の

名
に
ち
な
み
月
山
の
古
弁
明
u
thu

ち
ぞ
ん
（

5
此
）

と、

平
野
の
広

幡
明
日
香
ち
ゃ
ん
（

4
歳
）
が
パ

ネ
ル
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
c

両陛下のお言葉！こ感濃

三
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
七
日

ま
で
の
四
日
間
、
南
保
婦
人
会
（
長

崎
智
チ
会
長
）
の
皆
さ
ん
ら
三
十

三
人
が

「
皇
居
清
川
本
仕
団
」
と

し
て
上
京
、
主
肘
内
の
草
む
し
り

や
掃
き
掃
除
な
ど
の
奉
仕
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
行
は
、
白
い
エ
プ
ロ
ン
に
ピ

ン
ク
の
ス
カ
ー
フ
と
い
う
そ
ろ
い

の
い
で
た
ち
で
活
動
。
皇
后
陛
下

か
ら
「
拡
の
花
が
咲
い
た
よ
う
で

す
ね
」
と
お
声
を
か
け
て
い
た
だ

い
た
ほ
か
、
長
崎
会
長
か
ら
朝
日

町
の
概
要
や
、
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
ピ
ー
チ
ボ

l
ル
の
〈
五
回
大
会

の
説
明
を
お
聞
き
に
な

っ
た
州
陛

下
か
ら

「
こ
れ
か
ら
も
末
、
水
く
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
、
躍

し
い
お
言
葉
を
賜
り
大
感
激
。
前

々
か
ら
の
希
望
が
か
な

っ
た
長
び

を
胸
に
町
に
戻
り
ま
し
た
。

春
の
宴
に
六
百
人

ー
あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り
｜

肢
の
化
か
制
附
と
な
ゥ
た
阿
川

卜
二
日
、
判
例
の

「
あ
さ
ひ
拡
ま

つ
り
」
が
教
育
文
化
会
航
で
附
か

れ
ま
し
た
c

あ
い

に
く
の
山
に
た
た
ら
れ、

咲
き
誇
る
桜
を
よ
そ
に
今
年
も
尿

内
で
の
ま
つ
り
と
な
り
ま
し
た
が
、

特
設
舞
台
の
上
で
は
泊
芸
妓
の
皆

さ
ん
の
あ
で
や
か
な
手
踊
り
も
披

兆
さ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
お
花
見

ム
ー
ド
満
点
。
約
六
白
人
の
人
た

ち
が
、
に
ぎ
や
か
に
花
の
ま
つ
り

を
米
し
み
ま
し
た
。

－
ま
ち
の
う
ご
き

⑪

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

ー
不
動
堂
遺
跡
で
防
火
訓
練
｜

大
切
な
歴
史
財
産
で
あ
る
文
化

財
を
火
災
か
ら
ん
寸
ろ
う
と
三
月
二

十
六
日
、
不
動
堂
遺
跡
で
防
火
訓
練

が
れ
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
で
も
最
大
級
の
佐
肘
跡
の

あ
る
追
跡
と
し
て
知
ら
れ
る
不
動

11
山
跡
は
、
凶
の
指
定
史
跡
。

こ
の
刊
は
、
保
花
さ
れ
た
二
号

住
μ
仙
の
い
ろ
リ
付
近
か
ら
出
火
、

延
焼
中
と
い
う
恕
定
で
ス
タ
ー
ト
。

地
花
の
人
や
消
防
凶

μら
約
三
十

人
が
訓
純
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

大
工
さ
ん
に
な
っ
た
気
分

｜
｜

笹
川
小
の
子
ど
も
た
ち
が
巣
箱
。
つ
く
り

｜
｜

瓦
月
十
日
か
ら
の
バ

ー
ド
ウ
ィ

ー
ク
を
前
に
、
笹
川
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
が
山
月
十
七
日
、

小
鳥

の
巣
箱
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
か
ら
県
の
愛
鳥

モ
デ
ル
校
の
指
定
も
受
け
て
い
る

同
校
で
は
、
昭
和
五
十
年
ご
ろ
か

ら
単
箱
作
り
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
も
県
鳥
獣

保
選
民
の
寺
出
正

義
さ
ん
か
ら
川
県
和

の
作
リ
ん
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
子
ど
も
た

ち
は
、グ
ル
ー
プ

に

「

注

L

I
：J
i

沼
カ
れ

ヰ
科
科

り
に
挑
戦
。

の
こ

ぎ
リ
や
金
づ
ち
を

上
子
に
使
い
、
約

一
時
間
半
を
か
け

て
十
個
の
巣
箱
を

作
り
上
げ
ま
し
た
。

告の革d品いて通れ： 自分より低い暮らしをする者を見て日を送れ比いまの自分の暮らしにi制して司Lにあせり を生ずるこ山〈，
Yi:んじていられるといフこと。
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定
を
凶
り
、
縦
一足
の
伺
い
上
地
を
取
り
除
く
こ

と
も
兼
ね
て

い
ま
し
た
が
、
ニ
同
日
に
な
る
こ

ろ
に
は
稲
の
苗
と
と
も
に
仰
も
伸
び
て
く
る
こ

と
か
ら
、
旧

の
品
取
り
と
一
祁
に
抑
取
り
も
行

い
ま
し
た
。

取
っ
た
旧
の
草
は
肥
料
と
し
て
よ
中
に
阻
め

た
も
の
で
す
が
、
旧
の
羊
取
り
は
千
先
で
上
を

盛
き
な
ら
し
な
が
ら
行
う
た
め
爪
が
減

ゥ
た
り

割
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
た
め
ブ
リ

キ
で
作
っ
た
琴
の
爪
の
よ
う
な
も
の
を
指
に
は

め
ま
し
た
。

こ
の
爪
を
使
う
の
は
、
ほ
と
ん
ど

が
砂
地
の
水
田
で
、
な
か
に
は
竹
を
切
っ
て
爪

を
作
ゥ
た
人
も
い
た
よ
う
て
す
。

こ
の
爪
は
、
人
に
よ
っ
て
は
向
千
に
八
つ
は

め
る
入
、
六
つ
は
め
る
人
な
ど
ま
ち
ま
ち
で
し

た
が
、
人
々
は
白
分
の
指
に
介
う
爪
を
ブ
リ
キ

昼
で
買

い
ボ
め
た
も
の
で
す
。

日
は

一
一
日
で

一
人
一
反
の
草
取
り
を
す
る
の

が
限
度
で
、

一
一回
取
り
終
わ
る
と
爪
を
休
め
る

た
め
に
次
の

H
は
一
日
休
長
し
ま
し
た
。
昭
和

の
始
め
に
は
除
草
機
も
出
回
り
始
め
ま
し
た
が
、

そ
の
補
佐
役
と
し
て
爪
は
ま
だ
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。

Eヨ月E理表ITI司i
,3,Jウと再発見むリ同友⑮！
i言i-'Pをいまに1云える ! 

観 音 岩 j

！ （田の草取りの爪）

民のし治、ずフ

昭
和
以
前
は
、
副
柑
え
を
し
て
か
ら
一
一
週
附

以
内
に
オ
セ
ウ
エ
（
ウ
セ
エ
ベ

）
と
合
わ
せ

一

番
印
の
非
取
リ
を
手
で
行
い
ま
し
た
。

オ
セ
ウ

エ
〈
ウ
セ
エ
ベ
）
と

い
つ
の
は
、
失
わ
れ
た
苗

の
跡
に
も
う
一
度
苗
を
舶
、ぇ
直
す
こ
と
で
す
。

一
番
聞
の
跡
取
り
は
、
座
り
の
悪
い
前
の
安

な

－
平
成

4
年
5
月
号
⑪

も先人のぬく

V
つ
ぱ
め
の
“
飛
び
交
う
姿
が
は

ら

山

れ
る
み
芯
聞
に
な
り
ま
し
た
。
出
に
水

↑

が
張
ら
れ
、

U
T
い
と
こ
ろ
で
は
五
幻
噌
E
E品

月
を
前
に
、
か
わ
い
い
早
品
い
か
心

5
．

地
よ
さ
そ
う
に
優
し
い
科
の
風
に
数

吹
か
れ
て
い
ま
す
。

間

－

v
一
方
、
こ
の
時
期
は
秋
の
農
作

，
）

ぺ
業
ン
｜
ス
ン
と
同
様
、
道
路
の
上
に

4

P

ト
ラ
ク
タ
ー
や
出
納
え
機
な
ど
の
以明、AJ

一
良
一
耕
平
が
残
し
て
い
う
た
十
め
域
別

町
も
よ
く
自
に
付
き
ま
す
U

↑晶
口

1
v
の
ど
か
な
光
呆
と
い
勺
て
し
ま

一私
計

一
、
え
ば
そ
れ
ま
で
て
す
が
、
『
い
や
し

日

η
一

噌
E

・
E

．

一
く
も
公
退
。
歩
行
者
や
ド
ラ
イ
ハ

～一

一
ー
に
と
っ
て
は
迷
惑
で
す
。
ま
し

品
川

出
て
乾
い
た
土
山
町
風
に
吹
か
れ
、
ほ
i
U
日

叫
こ
リ
に
な
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

明
女

同
こ
れ
は
マ
ナ
ー
の
問
題
。
何
と
か
J

q
j

吋
な
ら
な
い
も
の
で
し
ょ
っ
か
b

と

z

w
い
う
戸
を
聞
き
ま
し
た
。

岡

山

』

「
D

一v道
路
の
多
く
が
舗
装
HC

れ
、
機

一
4

一
械
化
も
選
む
な
ど
、
北
臼
と
追
い
快
誌

で
遡
で
便
利
に
な

っ
た
今
日
の
生
活
。
山
川

脚
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
限
ら
ず
、

肱
口

酌
時
代
め
流
れ
と
と
も
に
思
わ
ぬ
マ
F

札

嗣
ナ
ー
か
間
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な

町
月

即
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

リ円

笹川上流にある「縫議議J

の手前から本流沿いに 1kmほ

ど進むと，右側にあたかも観

益金義援の姿に似た大きな岩

が立っています・。

通￥F「観音岩」と呼ばれる

この岩は高さ約 7m。中ほど

に岩棚があ り， 60cmと70cmの

2体の石仏（11面観音菩函イ象）

がまつってありますc

いつごろから，どうしてま

つられたか定かではありませ

んが，この観音岩と 2体の桁

仏は，さまざまな伝説ととも

に慈愛に出jちた姿を今に伝え

ています。

カヮコJAJ!ま1il/J]l'l二


